




標準オートヒッチ (0S形)の組付け MX-OS 
日農工標準オートヒッチ0・|用部品

日農工標準オートヒッチ 0・I規格 (0S 

形)をお持ちのお客様は、下記のアタッチ

圏
④トップリンクブラケットは下関の様に、

矢印が上向きになるように組付けてくだ

部品を組付けていただくとオートヒッチで| さい。

本機の着脱ができます。

。 組付け手順

[ 1 ]フレーム関係の組付け

( 1 )①ロワーリンクブラケットを本機フレ

ーム側のロワーリンク部の外側に②ボ

ルト (M1 2 x 4 0 (8 T))、③スプ
リングナットで組付けてください。

( 2 )④トップリンクブラケットを本機フレ

ーム側トップリンク部の内側に⑤ボル

ト (M1 2 x 3 0 )で組付け、⑦ボル
ト (M1 2 x 8 0)で⑧クランプ、⑨
カラーを組付け、⑥スプリングナット

で固定してください。
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[2 ]軸関係の組付け

( 1 )⑫スプライン入力軸を本機側の入力軸

に接続し、⑬セットボルト (M8 x 4 
5)、⑭ナイロンナットで固定してくだ

さい。

そして、スプライン入力軸に⑬カラー

を差し込み、⑫ベアリングをロワーリ

ンクブラケットのトラクタ側から組み

込み、⑬ボルト (M1 0 x 2 5)、⑬ヒ
ラザガネ、⑫スプリングナットで組付

けてください。



標準オートヒッチ (0S形)の組付け MX-OS 
圏
ベアリングを組込む時は、スプライン入力

軸がブラケット穴の中央で組付けられてい

ることを確認してください。

ズレたまま無理に組付けると、軸折れ等の

原因となります。

[3 ]カラーの取付け

( 1 ) トップリンクブラケットに@トップリ

ンクピン、⑫トップリンクカラー、

⑫アールピンを組付けてください。

( 2 )口ワーリンクブラケットに⑫口ワーリ

ンクピン、⑫パネザガネ、⑫ナットで

それぞれ外側向きに組付けてください。

組付けたロワーリンクピンに⑫ガイド

カラー、⑫ロールピンを組付けてくだ

さい

[5 ]仮ドッキング

スプライン入力軸を手で回し、アジテータ

がスムーズに回ることが確認できました

ら、 トラクタにドッキングしてください。

[ 6 ]ジクカバーの組付け

最後に⑫ジクカバーを⑩ボルト (M8 x 

2 0)で組付けてください。
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企 注意
使用前に各部の組付けに誤りがないか、

ボルト・ナット等が確実に締付けられ

ているかを必ず確認してください。

ヤ 圏
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[4 ]スタンドの取付け

次ページの図のように、リンチピンでス

タンドを組付けてください。
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.本機の装着後、 トラクタのロワーリンク

をゆっくり上げ、最大持ち上げ範囲まで

各部が干渉しないことを確認してくだ

さい

.トラクタの 3点リンクの持ち上げ規制

装置で、上昇範囲を制限してご使用くだ

さい。



標準オートヒッチ (QS形)の組付け MX-QS 

-組立完成図

《日農工標準オートヒッチ (0S形))) 

トップリンクフラケット

スプライン)JJ軸

ロワーリンフフラケット リンチピン挿し込み穴

スタンドの組付けはスタンドステッカーの矢印が進行方向になるように組付けて下さい。
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